
★中央競馬ニュース 文・谷川善久★
●オークスはアーモンドアイが勝利し牝馬二冠を達成

２０日（日）に行われた優駿牝馬（オークス／ＧⅠ）ではアーモン
ドアイ 国枝栄厩舎）が優勝しました。桜花賞優勝と合
わせての牝馬クラシック二冠達成は史上１４頭目のこと。また鞍上のク
リストフ・ルメール騎手（栗東・フリー）はソウルスターリングで制し
た昨年に続くオークス連覇で、
●Ｃ．ルメール騎手がＪＲＡ通算 勝を達成

１９日（土）
着となり、同馬に騎乗したクリストフ・ルメール騎手は、史上４９人目、
現役では２４人目となるＪＲＡ通算８００勝（４３９０戦目）を達成しました。

（日）に達成したミルコ・デムーロ
騎手（４５４１戦目） ８００勝となります。
●今野貞一調教師がＪＲＡ通算 勝を達成

１９日（土） ンヌデトワー
（栗東）は、現役１４６

人目となるＪＲＡ通算１００勝（延べ１２９４頭目）を達成しました。
●シンボリクリスエス産駒がＪＲＡ通算 勝を達成

１９日（土） 第１０レースとして行われた是政特

ＪＲＡ通算勝利数が１０００勝となりました。これは種牡馬としては史
上１９頭目の記録となります。
●テイエムオペラオーが死亡

１７日（木）、テイエムオペラオー（牡２２歳）が繫養先である北海
道新冠郡の白馬牧場にて心臓麻痺のため死亡しました。同馬は１９９９
年皐月賞、２０００年天皇賞春秋制覇など史上最多タイとなるＪＲＡ・

１８億３５１８万９０００円
を獲得し、ＪＲＡ通算２６戦１４勝の成績を残して引退。２００４年には顕
彰馬に選出され、種牡馬としては京都ハイジャンプ（Ｊ・ＧⅡ）、東京
ハイジャンプ（Ｊ・ＧⅡ）を制したテイエムトッパズレなどを出して

１０日（日）までの
競馬開催日には東京・中山・京都・阪神・小倉の各競馬場に献花台・記
帳台を設置、他競馬場およびウインズでは記帳を受け付けています。

★地方競馬ニュース 文・宇田川淳★
●東京プリンセス賞はグラヴィオーラ【各地の主要 歳重賞】
東京プリンセス賞 １０日、大井、１８００㍍、牝馬）

（父サウス
ヴィグラス）が後続を引き離して圧勝。ＪＲＡから大井への移籍を挟
み、 １．２倍という圧倒的支持を集

１０日、笠松、１６００㍍）
（牝、父

ウォーターリーグ）がゴール寸前で差し切り、東海クイーンＣに続く
１７日、園田、１７００㍍、牝馬）は、序盤

１０番人気の伏兵トゥリ
パ（父カルストンライトオ）
歳時の兵庫若駒賞以来の重賞勝ちを果たしています。
●グレイスフルリープらが出走、 月 日のさきたま杯（浦和）
さきたま杯（Ｊｐｎ ３０日、浦和、１４００㍍）は、グレイスフル

リープが中心、以下サクセスエナジー、ネロ、ベストウォーリア、
キタサンミカヅキ（船橋）の順に有力視されます。

★海外競馬ニュース 文・秋山響★

ークネスＳ（ダ９．５ハロン ） １９
日にメリーランド州のピムリコ競馬場で開催されました。競馬場に
は霧が立ちこめ、馬場も水が浮く不良とあいにくのコンディション
となりましたが、道中、内のグッドマジック
馬で、
ンタッキーダービーの勝ち馬ジャスティファイ 父スキャッ
トダディ）が直線で抜け出すと、
ブラヴァーゾの追撃を半馬身振り切って優勝。２０１５年のアメリカン
ファラオ以来、史上１３頭目となる米三冠制覇に王手をかけました。

勝目です。鞍上のＭ．スミス騎手は１９９３年のプレイリーバイユー以来
管理するＢ．バファート調教師はアメリカ

１９世紀のＲ．ウォルデン調教師が持
つ同レースの最多勝記録に並びました。また、バファート調教師は
これで米三冠レース１４勝目となり、これもＤ．ルーカス調教師の記録
に並びました。


